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The administration of orotic acid was carried out for the sake of protection of 

leucopenia following to the administration of anticancer agents or irradiation against 

malignant diseases. Then its result was markedly effective. 

Case 1. Male of 45 years old. Grawitz’s tumor. 

His leucocyte decreased until 2200 from 5150 by mean of antitumor agents or 

irradiation, on the other hand, any treatment was not e百1cacious. However, marked 

improvement was observed by administration of orotic acid. 

Case 2. male of 39 years old. Aberrant thyroid cancer. 

Marked leucopenia like as 3100 was induced by irradiation, however, it was not 

e任ectiveby adenil-acid. On the other hand orotic acid administration brought normal 

range of his leucocyte count. 

Case 3. Male of 59 ye泊rsold. Cancer of tongue. 

Leucopenia like as 3700 was observed following to irradiation of eo:o, however 

orotic acid was markedly e百ective.

生物のあらゆる細胞に例外なく含まれp 細胞の生命

現象に重大な影響を持っている核酸の生物学的意義に

ついては今夏多言を要しないが，我々は核酸の前駆物

質と云われている Oroticacid及びそれに欽をつけた

オロチン酸飲を使用する機会を得たので二，三の症例

を挙げて報告する.＇オロチン酸は臨床的には肝，腎疾

患p 動脈硬化症p 糖尿病p 創傷治癒等の他造的［機能低

下を来している血液疾患、にも有効であるとされている

が，ここでは血液疾患の中で惑性腫場術後放射線療法

に引続き起った回復のおそい白血球減少症々例に対す

る試用経験を主に述べたい内

症例 1

患者 45才合 商業

右側腹部腫癒と血尿を主訴として来院しP 他覚的に

も右肋骨弓下に小児頭大の腫痛を認めた．血液検査で

は白血球数5150，赤血球数513×J04，血色素量94%,

白血球百分率は Baso.Eosin.何れも 0,14. II15, ill25, 

IV32, VS, Ll6，となっておりp 化学検査ではアルカリ

性ホスファターゼ2.6S.J.R.単位P 酸性ホスファタ戸

ゼOで異常なし総蛋白量は 7.2g/dl., A/G .l:tは0.81.

T.T.T.はI.I，コレステロールは Totalが 158略／di.,

Ester j; 79略／diでp A/G比の低下が見られる他には

芸変がない． I＇＂＇εlの切闘により右腎概出を行なっ

た．病理組級’学的には Grawitz’sTumorと判明した

ので，術後Mitomycin20 Amp. を注射しレントゲン

深部治療を 2kur (I kur 4000r）を行なっておる.~~ 

ち昭和35年 5月11日手術を施行しその直後から Mito-
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mycin 20Amp.を投与したが，そのためか白血球数は

4900，赤血E手数は 354×104になった．引続き 6月3日

よりレントゲン深部治療（200r／日）を始めP同時に白

血球減少防止の目的で毎日 Adenin20mg を注射した

が，深部治療終了時には白血球数4000，赤血球数407

x 104，血色素量92%と白血球減少の傾向が見られた．

1週後には白血球の減少は著明となり＇ 2200に低下し

ていたので，その翌日からJO日間毎日 200ccの輸血を

行なったにも拘らず白血球数の増加が少く 3300に回復

したのみであった．その後アミノ酸製剤とオロチン酸

600mgを毎日投与したら赤血球は勿論p 白血球数も増

加し始め，一週後には白血球数は5250と術前値に回往

した．そこで8月3日より再びレントゲン深部治療を

開始したがp 開始 l週後の白血球数は5600でp 第 1回

目のレントゲン深部治療開始10日後の3400より透かに

高い値を示した．この頃からオロチン酸の代りにオロ

チン酸第一鉄500皿gの投与に切換え，その他の白血球

減少防止剤は用いなかったにも拘らず白血球数は比較

的よく保たれ，第2回のレントゲン深部治療終了時に

は39切であった白血球数も 5日後には既に5150に回復

し赤血球数も常に正常を示した．

症例 2

患者 39才合教員

頚部種療を主訴として入院し2固に亘り左右側頚部

の手術を行なったものであるが，臨床病理学的には所

謂両側迷入甲状腺癌であった．術前には白血球数5800,

赤血球数450×104で正常値を示したが， 昭和 35年 5

月13日左側頭部屋癌を刻出し，その 2週後からレント

ゲン深部治療合計2000rを行い，その後6月6日右頚部

麗癖の摘除を行うと同時にアミノ酸製剤及び Adenin 

20～40略を毎日注射することにした．レントゲン深部

治療開始4日目には既に白血球数は3100となり赤血球

数も減少して 400×104となりp 白血球数の減少が余

りにも著し＂、のでレントゲン治療を中止したにも拘ら

ずほぽ同様の状態が約3週間続き， Adenin，アミノ酸

製剤投与の効果は全く見られず， 6月下旬抗癌剤のク

ロモマイシン投与を行なった．その後も更に同様の白

血球減少があり（赤血球数は幾分回復した）， 8月9日

からオロチン酸第一鉄500mg／日を用いたところ赤血球

数の増加が 4日目頃から始まりp 約20日経た27日には

白血球数も5900に回復した．そこでレントゲン深部治

療を再び開始したところ再び白血球減少が著明に起り

2500～3000の範囲を動揺し， 8月19日以来 Adeninを

用いたにも拘らず白血球数はレントゲン深部治療終了

時の2500から僅かに増加するのみで著変なし更に

Aden in を増量したが白血球増加が見られないので11

月9日からオロチン酸第一鉄投与（ 1日500田1g）に切
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換えたところ15日目のII月24日には6400となり漸く正

常となった．

この患者はその後も同様の経過を辿って白血球減少

をしばしば示しておりpAdenin, Cystin製剤には反応

せず，オロチ ン酸によってのみ血液所見の改善が見ら

れている．

症例 3

患者 59才 合

左舌癌患者で Co60j:十を用いた例でほぼ全経過中7

meのCo6oを習に押入していたものでP 6月29日から

クロモマイ シン 6Amp.を注射ー したところ 7月3日に

は白血球数は3700：こ減少した．そこで翌日より 7月初

日まで毎日 500mgのオロチン酸第一鉄を投与したとこ

ろ白血球数は4950と回復した．そこで再びクロモマイ

シン JOAmp.を注射したが今回は白血球数は49501赤
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血球数は 371 × 10• とやや減少したが，前にオロチン酸 に放射線障害としての白血球減少症や抗痔芥1'.J支恒三続

第一鉄を投与した関係からか何らの処置も行わなかっ 発した回復のおそい白血球減少症にず「効である．

たにも拘らず8月8日には血液所見は全く正常となっ この事実を ~'1:Hけるものと Lて平オ者授6）は枝問金f I~ 

考 按

外科領域に於ける血液異常には悪性鹿鳴，外傷，牌

蹟等による貧血等の他，悪性瞳疹の術後に行う敬射線

療法に引続き起る白血球減少症などがあり，これら白

血球減少症の中には非常に同復の困難な症例が間々見

られている．

一般に白血球減少症に対す~、治咋としては C\·stm.

I>2l3l4l AdeninS>, Lrin等の網内系使能賦活作用を期

待すz方法の他P輸血など1、行われており，柊症例は殆

λどこれ等の療法で治癒するが，中にはこれ等の苦手剤

にF白人ど反応しない場合がある‘このような場合には

核酸の生休内合成の有力な前駆物費であ久Orotic2cd 

(2目ふDi•J xypyrim ir' inc-1-C. ・ rl〕町、liencid'i叉l土それにFe

を結合させたものを用いるのが良いようであろー即

ち我ケiハ経験例の中，常 IfZiUI土レントゲン湾市治療筏

に白血球減少を来し Adenin製剤投与や輸血を行なっ

たにも拘らず白血球数の増加が見られず， Oroticaci::l 

600田g／日とアミノ酸投与により回復したものである

が，再度のレントゲン深叩治療により再び白血球減少

を来したが，この場合は前回に較べると軽度であり，

オロチン酸第一鉄500mg／日投与により容易に回復して

おり，更に第2例でも Adenin及び総合アミノi竣投与

を行なったがレントゲン深部治療による 1'1血球減少は

殆んど回復せず，オロチン酸第一鉄500mg／日投与によ

り約3週で全く正常となり，レントゲン深部治療再開

後は再び著明な白血球減少を見たがp オロチン酸第一

鉄の投与で速かに回復した．第3例もほぼ同様である

が，放射線源はcosoである． Casoによる白血球の減

少は我々の経験からは比較的少し腹腔内に附.＼uや

177LuChを注入した際も軽度であるのでP 余り良い症

例とは云えないが，抗癌剤により惹起された白rrt球、成

少と云う見方をすればオロチン酸の効果を確めるのに

良い症例と考えられる．

このようにオロチン酸又［土オロチン酸第一れは確か

謝と骨髄造血機能の相関は有意であるとしており，オ

ロチン酸及びオロチン酸第－;7,＇）（はi務床的には内科方面

ではパンチ氏症候群p 再生不良性食血p 本態性低Jfn.色

素性貧血7)8）等に用いており，オロチン酸第一欽の吸収

曲線は還元欽のそれと殆んど一致しているが還元鉄で

吸収の起らないものでも吸収される点7）に注目すべき

ものがあり，河北教授7）によれば白血球減少症でl士赤

血球数，白血球数，血色素長二！とに増加した 1例を報告

しており p 藤本等9) t，原爆被煩者の.02（羽lにオロチン般

を1日0.5～1.0g投与し10例に白血球数IF,増加を認めp

その中6例は引血球数地加率が50%以上てあったと報

告している．

従ってこれ等の報舎及び我々σ？経験例からオロチシ

砂及びオロチン臣室第一鉄はT射能障害による白血球減

少症や抗癌剤によ~同1正lこ有効であることは十分うな

づける．
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